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PURPOSE

MISSION

CHUKIN Way

倫理憲章・コンプライアンス行動基準

企業理念体系
商工中金の概要

（2024年9月30日現在）

▶ 名称 株式会社 商工組合中央金庫（略称／商工中金）
 （2008年10月1日 株式会社化）

▶ 会社成立の年月日 1936年10月8日
▶ 目的  株式会社商工組合中央金庫は、その完全民営化の実現に向けて経営の自主性を確保しつつ、

中小企業等協同組合その他主として中小規模の事業者を構成員とする団体およびその構成
員に対する金融の円滑化を図るために必要な業務を営むことを目的とする株式会社とする。

▶ 業務開始 1936年12月10日
▶ 資本金 2,186億円（うち政府出資1,016億円）
▶ 資本構成

（※2）株式会社への転換に際し、中小企業の皆さま
に対する円滑な資金の供給が継続的に実現で
きるよう、政府出資金から3,037億円、利益
剰余金から970億円、合計4,008億円につい
て特別準備金への振替を行ったものであり、
これは自己資本の中核的な位置付けである普
通株式等Tier1資本とされています。

（※1）危機対応業務の円滑な実施のために必要な財
政基盤の確保に資するものとして措置された
ものであり、自己資本の中核的な位置付けで
ある普通株式等Tier1資本とされています。

▶ 資金量  預金 6兆3,482億円
 譲渡性預金 1,852億円
 債券 3兆2,456億円
▶ 貸出金 9兆5,838億円
▶ 店舗等 国内101／海外5
▶ 社員数 3,538人
▶ 格付 

商工中金に関する情報は、インターネットのホームページでも、ご紹介しています。
本誌は、株式会社商工組合中央金庫法第53条に基づいて作成したディスクロージャー資料（業務および財産の状況に関する説明書類）です。

▶ 業務内容
１. 融資業務  設備資金や長期運転資金をはじめ、手形割引などの短期運転資金まで、中小企業の方々が

事業のために必要とする資金に対して幅広い融資を行っています。
 また、中小企業の方々の多様化した資金調達ニーズに応えるべく、私募債、シンジケートロー
ン、ストラクチャードファイナンスなどの金融手法の開発、普及にも取り組んでいます。

２. 預金・為替業務 ①預金
　 当座預金、普通預金、通知預金、定期預金、別段預金、非居住者円預金および外貨預金

を取り扱っています。
②譲渡性預金
　譲渡可能な預金を取り扱っています。
③為替
　内国為替および外国為替を取り扱っています。

３. 債券業務  中小企業の方々に安定した資金をご提供するため、金融債である商工債を発行して資金を
調達しています。

４. 資金証券業務  商工中金全体の資金調達・運用を効率的に行うことを目的として、国内外の金融市場でマー
ケット業務に取り組んでいます。

５. 国際業務  中小企業の方々の事業活動を支援する総合金融機関として、外国送金、輸出入に関する業
務を行うとともに、海外進出にかかわる支援、海外現地法人への融資などあらゆる海外取
引に積極的に取り組んでいます。

６. その他 ・金利、通貨などのデリバティブ取引
・幸せデザインサーベイ
・M&A・事業承継に関する業務
・経営情報の提供
・中金会・ユース会の運営支援
・マーケット調査・分析・営業企画
・その他、上記に付帯又は関連する業務　　など

R&I JCR Moody’s
長期 AA－（安定的） AA+（ネガティブ） A2（安定的）

合計
9,992 億円

利益剰余金
2,514 億円

民間保有株式
1,170 億円

政府保有株式
1,016 億円

危機対応準備金（※1）
1,295 億円

特別準備金（※2）
4,008 億円

資本剰余金
0 億円

自己株式
△11 億円

商工中金 PURPOSEプロモーションムービーのご紹介

「変化のためにできること篇」 「変化をともに篇」

▶
商工中金ホームページ
https://www.shokochukin.co.jp/

▶
YouTube「商工中金公式チャンネル」
https://www.youtube.com/channel/UCngWuivSeQ4HXYzYFhS-8FA

　変わらない使命のために
皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜り、

誠にありがとうございます。
2023年6月に株式会社商工組合中央金庫法の改

正法案が国会において成立し、本年6月までに施
行が予定されております。改正法では、業務範囲
が拡大する一方、株主資格制限や特別準備金、危
機対応業務の責務などの必要な各種措置は維持さ
れることになっております。

私ども商工中金は、民営化後も「真に中小企業
のお客さまのお役に立つ金融機関として、変化に
つよい社会を実現する」という変わらない使命の
もとサービスや機能を強化してまいります。

また、2024年10月にはPURPOSE実現に向け
た組織文化を一層醸成するため、役職員が共有す
る価値観と行動の原点「CHUKIN Way」を制定
しました。企業理念が当金庫の全役職員に浸透し、
ステークホルダーからの信頼と共感が得られるよ
う取組みを継続していくことで、持続可能な社会
の実現に貢献してまいります。

　中小企業の経営課題は多様化・複雑化
2024年度上半期のわが国経済は、個人消費の緩

やかな回復やインバウンド需要により経済活動が
正常化に向かう一方で、原材料・エネルギー価格
の高止まりや為替変動、金利上昇、人手不足等、
国内外の経済の先行きに不透明感が大きく高まり
ました。また、産業構造の変化に伴うビジネスモ
デルや商流の変革、業界再編等への適応、カーボ
ンニュートラルへの対応、自然災害に備えた事業
継続計画の策定など、中小企業の経営課題は従前
にも増して多様化・複雑化しています。

　更なる価値提供に向けて
2024年11月に、足元で深刻化している人手不

足、採用難や離職の増加等の社会課題に対応する
ため、子会社「株式会社商工中金ヒューマンデザ
イン」を設立しました。幸福度を可視化するサー
ビス「幸せデザインサーベイ」を活用し、対話重
視の課題特定を行うとともに、従業員参加型の

ワークショップを通じた組織風土の改善サポート
等の人材育成プログラムの提供や、今回新たに開
始する経営人材や専門人材の紹介サービス等によ
り、人財サービスをさらに発展・拡充させてまい
ります。

また、今年度は中期経営計画の最終年度であり、
お客さま・社会への価値提供と当金庫自身の企業
価値向上の両立を目指し、より長期的な視点での
経営戦略を検討しております。「サービスのシフト」

「差別化分野」「商工中金自身の企業変革」をさら
に発展させるとともに、産業構造の変化やDX、
GXなどの中小企業を取り巻く環境変化や課題を見
据え、新たなサービスや機能の強化にチャレンジ
していくことで、当金庫のPURPOSE「企業の未
来を支えていく。日本を変化につよくする。」の実
現に取り組んでまいります。

　むすびに
商工中金は「中小企業による中小企業のための

金融機関」として、民営化後も変わらず安心して
お取引いただける金融機関であるために、変わり
続けます。

皆さまのこれまでの格別のお引き立てに感謝申
し上げるとともに、今後とも商工中金をご愛顧賜
りますようお願い申し上げます。

2025年1月
株式会社 商工組合中央金庫
代表取締役社長

関 根　正 裕

「中小企業による中小企業のための金融機関」として
お客さまとともに、変革にチャレンジしてまいります

1PB SHOKO CHUKIN BANKSHOKO CHUKIN BANK
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